
JA広報
No.537

令和５年
（2023年）１月号

謹んで新年のご祝詞を申し上げます
　新生活推進運動の推進指導団体として、役職員による年賀状は、紙上あいさつに代えさせていただきます
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（2）令和５年１月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

① 下
しもはら

原　小
さ え こ

枝子さん
② 昭和３８年生まれ
③ 前田
④ 農業を初めて３２年。人参・稲・麦・トマ

トを作っています。昨年は、家族で広島
に旅行が出来たことが最高に楽しかった。

　 今年は、夫婦揃って健康でいたいので健
康診断の受診と軽い運動（ヨガ体操）な
どをしたいです。また、フォークリフ
トの操作も覚えたいし、少しずつ断捨
離もしていきたいです。

① 本
もといし

石　亮
りょうじ

二さん
② 昭和６２年生まれ
③ 坂元
④ 白ねぎを作り始めて今年で３年目になり

ます。昨年は台風の脅威を知り、畑の
様子の見回りや病気と食害の早期発見
に努めた１年でした。今年は土づくり
に関する知識、経験を増やし、作業の
効率を高めたいです。

① 堀
ほりかわ

川　純
じゅんいち

一さん（年金友の会会長）
② 昭和２６年生まれ
③ 中島
④ 年金友の会会長に就任し今年で2年目なります。

昨年は会員同士のグラウンドゴルフ大会等を開
催して親睦と融和を図ることができ、有意義な
１年を過ごせたと思っています。

　 今年は、一日一日を大切に、ウサギのような優
しい動きの中で「己に厳しく、他人にやさしい人
になれるように心掛けたい」と思います。

① 稲
い な だ

田　万
かずとも

智さん（花卉部会部会長）
② 昭和５０年生まれ
③ 上浦
④ 菊の栽培をしています。昨年はコロナ禍の中で

浮き沈みの激しい大変な年でしたが、重陽の節
句のＰＲを全メディアで紹介できた１年でもあ
りました。

　 菊作りでみんなを元気にできるよういろんなこと
にチャレンジしていきたいです。

生まれ

わたし
たち

②生まれ年
④メッセージ
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ねぇあそぼ　そのひとことが　うれしいな

① 川
かわの

野　愛
あいな

來さん
② 平成２３年生まれ
③ 中島
④ 昨年は上級生と仲良くなれたり、課題テ

ストを頑張れた１年でした。
 　今年は、小学校最後の年になるのでこの

１年を楽しく過ごし、今後そろばんで
１級を取りたいです。また、コロナが
収束し、家族でお出かけができればい
いなと思います。

① 山
やまぐち

口　稜
りょうじ

司さん
② 平成１１年生まれ
③ 東川北
④ ＪＡの和牛繁殖センターで働き、哺乳

から子牛の餌やりをしています。
　 今年は家の牛を増頭し、えびの市そし

て東川北が盛り上がる畜産をしてい
きたいです。また、プライベートも
大切にしていきます。

① 下
し も の

野　次
つ ぎ お

男さん
② 昭和２６年生まれ
③ 亀沢
④ 50年稲作をしてきましたが、今は息子家族に譲

り忙しい時期だけ手伝っています。昨年は、古
稀を越えて体力作りに日々頑張り、趣味として
グラウンドゴルフも始めました。今後は、体調
を考えてジョギング等にも挑戦したいです。今
年はコロナと共存しながら出来るだけ趣味を楽
しみ、また家族の健康と孫たちのこれか

 　らを見守りたい、それだけが希望です。

① 稲
いなだ

田　万
かずたか

貴さん
② 昭和５０年生まれ
③ 上浦
④ ＪＡ飯野支店のＬＡを担当

しています。昨年は自然災
害が多い１年でした。共済
等見直す際はお手伝いさせ
ていただきます。共済はぜ
ひＪＡへお願いします。今
年も健康に気をつけて頑張
ります。

① 稲
いなだ

田　優
まさる

さん
② 昭和２６年生まれ
③ 上浦
④ 息子（万智）と菊を栽培してい

ます。菊の栽培を始めて５０
年になりました。コロナが早
く収束してくれることを願い
ながら今年も仕事や趣味のゴ
ルフを楽しんで元気で１年を
過ごせたらと思います。

2023
卯年

①名前
③住所



（4）令和５年１月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
な

新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
Ｊ
Ａ
事
業
に
多
大
な
る
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
し
た
こ
と
を
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

は
じ
め
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
影
響
を
受
け
ら
れ
て
い
る
皆

様
、
ま
た
、
全
国
各
地
で
発
生
し
た
災
害

な
ど
に
よ
り
被
害
に
遭
わ
れ
た
全
て
の
皆

様
に
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
る
と

と
も
に
、
一
日
も
早
い
復
旧
・
復
興
を
ご

祈
念
い
た
し
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い

て
は
、
感
染
対
策
や
ワ
ク
チ
ン
な
ど
一
定

の
対
応
が
進
ん
だ
も
の
の
、
変
異
株
の
発

生
や
世
界
的
な
ワ
ク
チ
ン
の
普
及
の
遅
れ

な
ど
に
よ
っ
て
、
い
ま
だ
収
束
が
見
通
せ

な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
ロ
シ
ア
に

よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
、
そ
れ
に
伴
う
世

界
経
済
の
大
混
乱
、
円
相
場
で
は
約
30
年

ぶ
り
と
な
る
円
安
水
準
、
参
議
院
議
員
選

挙
前
に
安
倍
元
首
相
が
銃
撃
さ
れ
て
亡
く

な
る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
社
会
秩
序
の
根

幹
を
揺
る
が
す
よ
う
な
出
来
事
が
発
生
し

た
激
動
の
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
、
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
需
給
環
境
悪
化
の
継
続
、
輸
入

依
存
度
の
高
い
資
材
等
の
高
騰
、
大
規
模

な
自
然
災
害
や
家
畜
疾
病
の
発
生
、
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
や
農
家
の
後
継
者
不
足

に
よ
る
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど
、
厳
し

さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
方
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鹿
児
島

大
会
で
、
え
び
の
市
の
神
田
譲
市
さ
ん
が

第
６
区
（
総
合
評
価
群
）
と
第
７
区
（
脂

肪
の
質
評
価
群
）
に
出
品
し
、
第
７
区
で

肉
牛
の
部
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
を
獲
得
す

る
と
い
う
素
晴
ら
し
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り

ま
し
た
。
本
県
の
内
閣
総
理
大
臣
賞
受
賞

は
４
大
会
連
続
と
な
り
、
宮
崎
牛
の
名
が

ま
す
ま
す
全
国
に
響
き
渡
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
に
お
い
て
も
、
３
年
ぶ
り
の
産
業

文
化
祭
の
大
規
模
開
催
や
年
金
友
の
会
の

会
員
旅
行
の
挙
行
な
ど
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ

時
代
の
社
会
経
済
活
動
復
活
に
向
け
て
踏

み
出
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
歩

み
が
止
ま
ら
な
い
よ
う
、
こ
れ
ま
で
同
様
、

感
染
防
止
対
策
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

農
業
は
、
農
畜
産
物
の
生
産
活
動
だ
け

で
は
な
く
、
国
土
や
自
然
環
境
の
保
全
と

い
っ
た
多
面
的
機
能
を
有
す
る
我
が
国
の

基
幹
産
業
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、「
持

続
可
能
な
農
業
と
地
域
の
活
性
化
」
を
ど

の
よ
う
に
図
る
か
が
重
要
な
課
題
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
宮
崎
で
は
平
成
29
年
よ

り
「
県
域
Ｊ
Ａ
」
構
想
を
検
討
し
て
ま
い

り
ま
し
た
。
令
和
４
年
10
月
ま
で
で
全
Ｊ

Ａ
の
理
事
会
に
お
い
て
基
本
合
意
（
※
県

域
Ｊ
Ａ
設
立
に
向
け
て
参
加
を
前
提
に
協

議
を
進
め
る
こ
と
の
是
非
判
断
）
が
な
さ

れ
ま
し
た
。

　

い
よ
い
よ
今
年
は
、
８
月
に
各
Ｊ
Ａ
の

理
事
会
、
10
月
に
各
Ｊ
Ａ
の
合
併
臨
時
総

代
会
（
※
合
併
の
最
終
判
断
）
を
開
催
す

る
予
定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
統
合
メ

リ
ッ
ト
創
出
と
地
域
密
着
の
二
点
を
主
軸

に
、
引
き
続
き
組
合
員
の
皆
様
の
ご
意
見

を
伺
い
乍
ら
進
め
て
参
り
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
の
干
支
は
「
卯
」
で
す
。

卯
（
う
さ
ぎ
）
は
跳
躍
す
る
姿
か
ら
「
飛

躍
」、「
向
上
」
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て

親
し
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
飛
躍
の
一
年

と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し

上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

目
　
　
次

私
達
寅
年
生
ま
れ
・
・
・
・
・
・
・
２

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
・
・
・
・
・
・
４

地
域
の
話
題
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５

ほ
お
ず
き
通
信
・
・
・
・
・
・
・
・
８

営
農
情
報　

畜
産
関
係
・
・
・
・
・
10

営
農
情
報　

園
芸
関
係
・
・
・
・
・
12

営
農
情
報　

農
産
関
係
・
・
・
・
・
14

営
農
情
報　

担
い
手
支
援
関
係
・
・
15

質
疑
応
答
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
16

行
事
予
定
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
20

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
代
表
理
事
組
合
長
　
小
　
吹
　
敏
　
博



（5） 第５３７号 JA広報

差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

　

新
年
明
け
ま

し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て

は
、
お
健
や
か

に
新
春
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
猛
威
が
続
く
中
、
制
限
さ
れ
な
が
ら

も
青
年
部
と
し
て
で
き
る
限
り
の
活
動
を

し
た
一
年
で
し
た
。

　

お
米
学
習
教
室
や
農
家
の
お
じ
ち
ゃ
ん

と
語
る
会
で
、
子
供
た
ち
に
興
味
関
心
を

持
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、
農
業
の
楽
し
さ

や
厳
し
さ
を
伝
え
ま
し
た
。
産
業
文
化
祭

や
宮
崎
市
の
朝
市
で
は
、
市
内
外
の
方
々

に
え
び
の
市
の
農
業
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
よ

う
、
え
び
の
産
農
畜
産
物
を
販
売
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
地
域
活
動
に
取
り
組
め

た
の
も
、
皆
様
方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が

あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
青
年
部
を
代
表
し
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
、
コ
ロ
ナ
禍
前

よ
り
も
活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
を
行
い
、
少

し
で
も
地
域
の
活
性
化
を
図
れ
る
よ
う
目

指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

年
金
友
の
会
は
11
月
25
日
、
永
山
運
動

公
園
で
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
を
開

き
ま
し
た
。
総
勢
２
９
０
名
の
参
加
者
ら

が
、
元
気
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を
楽

し
み
ま
し
た
。

　

堀
川
純
一
会
長
は
「
今
年
の
年
金
友
の

会
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
の
お
か
げ
で
全

て
の
行
事
を
行
う
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、

こ
の
青
空
の
下
、
健
康
で
元
気
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会
が
で
き
る
こ
と
は
と

て
も
幸
せ
な
こ
と
。
本
日
も
元
気
に
頑
張

て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

優
勝
は
中
浦
Ａ
チ
ー
ム
の
溝
添
ト
ミ
子

さ
ん
で
し
た
。

　

大
会
の
上
位
15
人
の
名
前
と
成
績
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
新

し
い
年
を
お
健

や
か
に
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
少
人
数
体
制
で
感
染
防
止
対
策
を

十
分
に
図
り
な
が
ら
、
多
く
の
女
性
部
活

動
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
３

年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
「
女
性
大
学
講
座
」

「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
大
会
」
に
は
い
つ

も
の
活
気
が
戻
り
、
女
性
部
員
が
集
い
学

習
出
来
た
こ
と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　
「
ま
ず
は
自
分
た
ち
で
考
え
、
で
き
る

こ
と
か
ら
始
め
よ
う
」
と
部
員
自
ら
活
動

し
、
生
き
生
き
と
輝
く
女
性
部
で
あ
り
続

け
る
こ
と
が
次
の
活
動
へ
の
励
み
に
な
っ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
も
引
き
続
き
皆
様
の
ご
協
力
と
ご

理
解
を
い
た
だ
き
な
が
ら
女
性
部
の
持
つ

パ
ワ
ー
を
存
分
に
発
揮
し
て
、
人
と
人
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
な
が
ら
一
緒
に

活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

活
気
あ
ふ
れ
る
活
動
をＪ

Ａ
青
年
部
長　

中 

村
　
友 

哉

人
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に

Ｊ
Ａ
女
性
部
長　

松 
永
　
亮 

子

年
金
友
の
会
　
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
年
金
友
の
会
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子

徳 

澄  

季  

喜

松 

形  

美
恵
子

相 

馬  

ヨ
シ
子

溝 

添  

美
枝
子

野 

間      

正

溝 

添  

ト
ミ
子

名　
　
　
前

中
浦
Ｂ

中
内
竪

は
っ
す
る
会

中
島
（
飯
野
麓
）

中
浦
Ｃ

飯
野
麓

町は
っ
す
る
会

京
町
さ
ん
さ
ん

京
町
さ
ん
さ
ん

麓
（
本
市
）

西
川
北
Ｂ

中
浦
Ｂ

大
明
司
Ｄ

中
浦
Ａチ
ー
ム
名

（
39
）

（
39
）

（
38
）

（
38
）

（
38
）

（
38
）

（
38
）

（
38
）

（
37
）

（
37
）

（
37
）

（
36
）

（
36
）

（
36
）

（
35
）
打
数
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

11
月
30
日
、
エ
ー
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
い
い
の
店

で
、
移
動
ス
ー
パ
ー
「
と
く
し
丸
12
号
」
の
出

発
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

と
く
し
丸
は
専
用
の
改
造
を
施
し
た
軽
ト

ラ
ッ
ク
に
約
３
５
０
品
目
を
載
せ
て
利
用
者
の

自
宅
を
訪
問
す
る
移
動
ス
ー
パ
ー
で
す
。
買
い

物
困
難
者
を
支
援
し
よ
う
と
始
ま
っ
た
も
の

で
、
県
内
で
12
台
目
、
え
び
の
市
で
は
昨
年
10

月
に
運
行
を
開
始
し
た
９
号
に
続
き
２
台
目
の

導
入
と
な
り
ま
す
。
今
回
の
車
両
は
、
Ｊ
Ａ

共
済
連
宮
崎
の
地
域
貢
献
活
動
の
一
環
と
し
て

エ
ー
コ
ー
プ
み
や
ざ
き
に
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

利
用
者
は
自
分
で
見
て
選
ぶ
買
い
物
の
楽
し

さ
を
庭
先
で
味
わ
え
る
ほ
か
、
決
ま
っ
た
日
時

に
決
ま
っ
た
場
所
で
対
面
販
売
す
る
利
点
を
生

か
し
た
見
守
り
活
動
や
、
近
所
の
人
達
が
買
い

物
に
集
ま
る
こ
と
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
発
生
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
台
に
な
っ
た
こ
と
で
新
た
に
加
久
藤
地
区

を
回
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ほ
か
、
こ
れ
ま
で
巡

回
し
て
い
た
飯
野
、
真
幸
地
区
も
訪
問
範
囲
が

広
が
り
ま
し
た
。
新
車
両
の
12
号
は
飯
野
地
区

を
走
り
ま
す
。

　

と
く
し
丸
12
号
車
を
運
用
す
る
販
売
パ
ー
ト

ナ
ー
の
清
藤
辰
徳
さ
ん
は
「
と
く
し
丸
９
号
車

で
の
経
験
を
活
か
し
な
が
ら
地
域
の
皆
さ
ま
の

手
助
け
に
な
れ
ば
い
い
」
と
話
し
ま
し
た
。
利

用
者
か
ら
は
、「
す
ご
く
便
利
」「
近
所
の
人
に

も
教
え
た
い
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

と
く
し
丸
の
利
用
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
、
エ
ー
コ
ー
プ
い
い
の
店
（
３
３

−

３
３
７
０
）、エ
ー
コ
ー
プ
か
く
と
う
店
（
３
５

−

１
２
２
５
）
ま
で
。

とくし丸12号　運行開始

①とくし丸出発をテープカットで祝いました
②小吹敏博組合長が祝辞を述べました
③車両は共済連宮崎から贈呈されました
④利用者宅に訪問したとくしまる１２号車

と
く
し
丸
９
号
車　

上
原
信
子
さ
ん　

加
久
藤
・
真
幸
エ
リ
ア

と
く
し
丸
12
号
車　

清
藤
辰
徳
さ
ん　

飯
野
エ
リ
ア



（7） 第５３７号 JA広報

加久藤支店で防犯訓練新採用職員農業体験 事故防止を呼びかけ

「関係ない」　そう思わずに　勇気を出そう

　

12
月
９
日
、Ｊ
Ａ
と
え
び
の
警
察
署
は
、加
久

藤
支
店
で
防
犯
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

目
出
し
帽
を
被
っ
た
男
２
人
が
貯
金
窓
口
の

職
員
に
銃
の
よ
う
な
も
の
を
突
き
つ
け
金
を
要

求
。模
擬
の
金
を
奪
う
と
車
で
逃
走
し
ま
し
た
。

職
員
は
日
頃
の
役
割
分
担
に
従
い
通
報
し
た
り

逃
走
車
両
の
ナ
ン
バ
ー
を
記
憶
し
た
り
し
、到

着
し
た
警
察
に
情
報
を
報
告
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
で
、万
一
の
と
き
の
自
分
の
役

割
や
日
ご
ろ
か
ら
ま
わ
り
に
意
識
を
持
ち
、気

を
配
る
大
切
さ
な
ど
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
Ｊ
Ａ
の
新
採
用
職
員
２
人
が
農
作

業
体
験
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

職
員
ら
は
12
月
1
日
か
ら
の
2
日
間
、え
び

の
市
イ
チ
ゴ
団
地
内
の
、ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の

神
さ
ぁ
が
作
付
け
を
し
て
い
る
ハ
ウ
ス
で
イ
チ

ゴ
の
葉
か
ぎ
な
ど
を
体
験
し
ま
し
た
。

実
習
を
通
し
て
農
家
の
皆
さ
ん
の
農
作
業
の
大

変
さ
を
実
感
し
、今
後
の
業
務
に
役
立
て
て
く

れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　

12
月
２
日
、道
の
駅
え
び
の
で
飲
酒
運
転
根

絶
の
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
、Ｊ
Ａ
え
び

の
市
の
ほ
か
、防
犯
協
会
や
え
び
の
自
衛
隊
な

ど
が
参
加
し
ま
し
た
。飲
酒
の
機
会
が
増
え
る

年
末
の
時
期
に
、飲
酒
運
転
の
悪
質
性
、危
険

性
、重
大
性
を
強
く
訴
え
、飲
酒
運
転
の
根
絶
を

目
的
と
す
る
も
の
で
す
。

　

道
の
駅
を
訪
れ
た
買
い
物
客
ら
に
Ｊ
Ａ
え
び

の
市
が
提
供
し
た
え
び
の
産
ヒ
ノ
ヒ
カ
リ
と
啓

発
チ
ラ
シ
を
配
り
、飲
酒
運
転
の
根
絶
と
事
故

防
止
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　１２月９日、ＪＡイチゴ部会は、本店集荷場で
目揃え会を開きました。
　参加者は、見本を手に取りながら、店頭にイチ
ゴを並べた時に見た目の印象が上がる玉の選び
方や、着色の基準、パックに詰めるときの注意点
などを確認しました。
　また、イチゴの情勢報告や、年末年始の集荷受
入れについて、新品種「みくのか」の試験栽培に向
けた苗の案内などを行いました。
　イチゴは１１月から出荷が始まっており、４月
まで続く予定です。

　ＪＡ栗部会は１２月８日、県内の栗生産者で構
成する宮崎県果樹振興協議会くり部会とともに
蕨南隆さんの圃場で剪定講習会を開催。生産者
１０２人が参加しました。
　栗部会では低樹高栽培に取り組んでおり、剪定
が必須作業です。県の専門技術センターの指導員
が剪定方法を説明し、参加者は枝の太さや向き、
光の当たり方などを考えながら剪定しました。夏
には今回剪定した枝の生育状況を確認する予定
です。

出荷ピークに向け
イチゴ目揃え会 栗の剪定講習会を開催
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・サンAジュースより講話
・花の寄せ植え
　溝口先生の話しを聞き、楽しんで可
愛い花を植えました。

女性部ショー
教室活動発表

女性部　おこわ販売
早い時間で完売しました。
お買い上げありがとうございました。

☆記事活用体験発表☆
私の活動の基本『家の光』

柊山たえ子さんが元気よく発表されました。

ほおずき通信
（JA女性部通信）

◆お問い合わせ◆　生活課　33－5743　生活館 夢工房　35－1810

田の神さぁおどり参加！
さて、誰だか分りますか？

第67回 家の光大会
１２月１日　JA  AZMホール　200名参加

第3回女性大学講座
11月28日　40名参加

産業文化祭　11月19日・20日開催されました。

◎ちょっと

○
まる

○
まる

なはなし

19日 20日

【表　彰】
・宮崎県JA中央会会長賞　
　　　　　　えびの市農業協同組合
・普及・文化優良団体　JAえびの市女性部
・普及功労賞者　女性部副部長　佐々木さとみ
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　水……………………120ml
　かつお節（削り節）…5g
　牛乳…………………180ml
　西京みそ……………大さじ2
丸餅……………………4個
ニンジン………………1/5本
ダイコン………………2cm
ホウレンソウ…………30g
ユズの皮………………適宜

基
本
の
だ
し

材料（2人分） 作り方

①ニンジン、ダイコンは花形に切り、だし（材料外）で下ゆでしておく。ホウレ
ンソウはサッとゆでて5cmの長さに切る。丸餅はゆでておき、かつお節はお茶
パックに入れておく。

②鍋に分量の水でお湯を沸かし、①のかつお節を入れて濃いだしを取る。かつお節
を取り出し、牛乳を入れて温めたら西京みそを加えて溶く。

③わんに①のゆでた餅、ニンジン、ダイコン、ホウレンソウを盛る。

④③に②を注ぎ、丸く切ったユズの皮を添える。

出典●一般社団法人 Jミルク「乳和食サイト」　レシピ●料理家・管理栄養士　小山浩子さん

食塩相当量

31%カット!

基本のだしにお好きな
具材でオリジナル雑煮

に

新年を祝う牛乳雑
煮
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☆
12
月
期
子
牛
セ
リ
結
果

　

12
月
13
日
～
15
日
ま
で
の
３
日
間
、
子
牛
セ

リ
市
が
西
諸
畜
連
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
成
績

は
別
表
の
通
り
で
す
。

　

子
牛
セ
リ
市
終
了
後
の
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
解
約
や
値
引
き
等
発
生
し
な
い
よ
う
に

生
産
者
の
皆
さ
ん
は
、
飼
養
管
理
に
は
充
分
注

意
し
て
下
さ
い
。
子
牛
生
産
検
査
以
降
に
発
生

し
た
ケ
ガ
や
尿
石
等
の
事
故
、
そ
の
他
小
さ
な

こ
と
で
も
気
付
い
た
点
は
、
担
当
者
に
相
談
す

る
か
、
ま
た
は
セ
リ
市
上
場
時
に
必
ず
発
表
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

去
勢
子
牛
で
発
育
の
良
い
も
の
は
早
期
出
荷

を
行
い
、
飼
育
費
の
削
減
を
図
り
所
得
の
向
上

に
努
め
ま
し
ょ
う
。
雌
子
牛
に
つ
い
て
は
、
積

極
的
に
品
評
会
に
出
品
し
、
付
加
価
値
の
高
い

優
良
素
牛
生
産
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

　

今
後
も
、
各
種
導
入
事
業
の
有
効
活
用
を
図

り
優
良
雌
子
牛
を
導
入
し
、
母
牛
の
増
頭
、
更

新
を
積
極
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。
お
問
い
合
わ

せ
は
畜
産
課(

℡
３
３
―
５
７
４
７)

ま
で
お
願

い
し
ま
す
。

　
☆
12
月
期
郡
子
牛
品
評
会

　

12
月
７
日
、
西
諸
畜
連
で
郡
子
牛
品
評
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内
か
ら
は
８
頭
が
出
品
さ

れ
ま
し
た
。
成
績
は
別
表
の
通
り
で
す
。（
敬

称
略
）

☆
12
月
期
Ｊ
Ａ
主
催
子
牛
品
評
会

　

12
月
１
日
、
Ｊ
Ａ
畜
産
セ
ン
タ
ー
で
、

12
月
期
子
牛
品
評
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

成
績
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

　

Ｊ
Ａ
品
評
会
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
下

見
を
し
ま
す
。
出
品
希
望
の
あ
る
方
は
畜

産
課(

☎
３
３
―
５
７
４
７)

ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

営
農
情
報

令和４年 12月期子牛セリ市結果

Ｊ
Ａ
え
び
の
市
管
内

今回(４年12月) 前回(４年11月) 前年(３年12月)

頭数 平均価格 頭数 平均価格 増減 頭数 平均価格 増減

メス 85 581,421 74 561,773 19,648 107 656,309 △74,888

去勢 140 662,027 109 705,302 △43,275 134 822,669 △160,642

計 225 631,576 183 647,263 △15,687 241 748,808 △117,232

令和４年 12月期郡子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 7席 きりしま２３６ J A え び の 市
和牛繁殖センター

壱等賞 ひ で こ 大 竹 勝 美
〃 ひしょう１６５ ㈱前園ファーム
〃 ひしょう１６４ ㈱前園ファーム
弐等賞 め ぐ み 日 高 将 也

〃 や よ い 堂 原 昭 八

〃 第９１３ふじこ 坂 元 幸 保

〃 み や び ５ ３ ９ 横 山 大 樹
※壱等賞・弐等賞は、序列はつけてありません

令和４年 12月期ＪＡ子牛品評会成績
名　　　号 出品者（敬称略）

優等賞 ひ で こ 大 竹 勝 美

壱等賞１席 ひしょう１６５ ㈱前園ファーム

壱等賞 きりしま２３６ J A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 め ぐ み 日 高 将 也

〃 ひしょう１６４ ㈱前園ファーム

〃 や よ い 堂 原 昭 八

〃 第９１３ふじこ 坂 元 幸 保

〃 みやび５３９ 横 山 大 樹

弐等賞 第98とみさがえ 中 津 富 夫

〃 に た ま ご 茂 木 　 奈 々 美

〃 きりしま２３５ J A え び の 市
和牛繁殖センター

〃 ふ く の ひ め 園 田 秀 政

ひ な 盛 田 美 次

〃 あ れ ん 中 村 友 哉

〃 み や び ５ ３ ８ 横 山 大 樹

※壱等賞１席以降の序列はつけてありません

◎
畜
産
関
係
◎
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あたたかい　言葉のシャワーで　えがおさく

松下さんの枝肉が１席を獲得
　ＪＡは１２月１日、令和 4 年度 JA 主催冬季和牛枝肉共励会を（株）ミヤチク高崎工場で開きました。
市内の肥育農家ら８人が去勢１５頭、雌１頭を出品し、松下啓紀さんの枝肉が１席に選ばれました。
　全体では、上物率１００％で、平均枝肉重量５４９ｋｇ、平均単価はｋｇあたり２, ８１９円で取
引されました。

生　産　者
（敬称略）

性
別

血　　　統 生年
月日

体重
（kg）

枝肉
重量
（kg）

等
級

Ｂ
Ｍ
Ｓ

単価
（円）

入賞
区分父 母の父 母の祖父

松 下 啓 紀 去
勢

満天白
清 秀正実 忠富士 R2.8.28 906 592.7 Ａ

５ 12 3,500 １席

宮 原 智 憲 去
勢 白隆鵬 耕富士 勝平正 R2.6.3 860 563.1 Ａ

５ 12 3,400 ２席

下屋 日出夫 去
勢 洋紀久 耕富士 福桜 R2.8.20 865 585.9 Ａ

５ 12 3,300 ３席

冬場の子牛の管理
１．冬場には、十分な保温と換気を

　哺乳期の子牛は、哺乳動物と同じで子豚や子犬のように、寒さには極端に弱いです。母牛につけて
いる場合は母牛自体が大きな湯たんぽの役割をします。それでも、母牛から離れている場所の一角に
赤外線の暖房器具などで温めるなどの対策が必要です。
　子牛をハッチや個別に飼育する場合、大切なことは敷料の管理が重要です。子牛の体を冷やさない
ように敷料を厚く敷くこと、濡れたら敷料をこまめに交換する事などに心がけましょう。
　さらに、哺育期の子牛の寒さ対策のために、さまざまなグッズが発売されています。赤外線暖房器具、
ヒーターマット、和牛子牛用ベスト、襟巻などです。子牛の状態、寒さの程度に応じて、こうしたグッ
ズを活用する事も大切なことです。
　以前、風対策として、子牛をハッチに閉じ込めて失敗したケースもよくありました。定期的な換気
と子牛の運動も考慮する必要がありますので、運動できる広さの確保とアンモニア防止のための換気
は忘れないように心掛けましょう。

２．初乳を確実に飲ませ、栄養を十分に確保する
　立会い分娩の際、新生子牛になるべく早く抵抗力をつけるため、分娩後５時間以内に初乳を確実に
飲ませます。子牛が初乳を飲んでいるかの確認が必要です。乳房がしぼみ、子牛の口の周りに白い泡
がついているかなどを見ます。「母乳の量が少ない」、「子牛が母乳を飲みに行けない」場合などは、
市販の初乳などを利用しましょう。一度にたくさんの初乳を飲めない場合は、２回～３回に分けて飲
ませましょう。
　また、特に冬場にはお湯を飲ませることも有効です。和牛子牛に与える栄養も進歩しています。し
かし、初乳を確実に飲ませることの重要性は変わりません。
　子牛の体重の増加を測って、出生から１週間で、５㎏以上増体していな
ければ、母乳の泌乳量は標準泌乳量以下であると考えられます。追加哺乳か、
人工哺育を検討する必要があります。
　冬場は子牛の体づくりを徹底する事が重要で、寒さによるエネルギー不
足も考えられるので、代用乳や人工乳の増量も検討しても良いと思います。
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営☆
イ
チ
ゴ

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

本
作
の
収
穫
や
栽
培
管
理
だ
け
に
気

を
取
ら
れ
が
ち
で
す
が
、
す
で
に
次
作

の
育
苗
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
！
無
病
親

株
の
確
保
が
い
ち
ご
の
安
定
生
産
に
は

不
可
欠
で
す
。
育
苗
施
設
の
消
毒
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

電
照
時
間

　

今
後
の
電
照
は
、
い
ち
ご
の
生
育
を

考
え
た
電
照
時
間
に
変
更
し
ま
す
。
晴

れ
の
時
は
生
育
状
況
に
合
わ
せ
て
２
～

４
時
間
行
い
、
曇
り
の
時
は
照
度
に
合

わ
せ
て
時
間
を
短
く
し
ま
す
。

　

ま
た
、
時
間
の
長
短
に
つ
い
て
は
、
見

た
目
の
草
勢
で
判
断
せ
ず
、
芯
葉
展
開

時
の
葉
柄
長
と
展
開
葉
の
バ
ラ
ン
ス
に

よ
っ
て
判
断
し
て
く
だ
さ
い
。

温
度
管
理

　

朝　
　

方　

10
～
15
℃

　

午　
前　
中　

25
～
28
℃

　

午　
　

後　

20
～
25
℃

　

締
め
込
み　

15
～
18
℃

　

夜　
　
　
　

６
～
８
℃

　
　
　

※
夜
温
は
実
温
で
６
～
８
℃

摘
葉
、
果
梗
の
除
去

　

極
端
な
葉
か
ぎ
は
草
勢
低
下
に
つ
な

が
る
の
で
、
枯
葉
を
葉
か
ぎ
す
る
程
度

と
し
ま
す
。
収
穫
が
終
了
し
た
果
梗
や

下
葉
は
、
早
め
に
ハ
ウ
ス
外
へ
持
ち
出

し
て
処
分
し
ま
す
。

☆
キ
ン
カ
ン

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

傷
果
・
う
る
み
果
に
注
意
を
払
っ
た

選
別
を
行
い
、
出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
玉
ネ
ギ

（
担
当
：
朝
倉
章
太
）

　

強
風
の
影
響
か
ら
マ
ル
チ
が
は
が
れ

る
事
例
が
散
見
さ
れ
ま
す
。
定
期
的
に

培
土
を
行
う
な
ど
、
圃
場
の
確
認
と
対

策
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

植
え
付
け
後
に
発
生
し
た
雑
草
に
つ

い
て
は
早
め
に
除
草
作
業
を
行
い
ま

し
ょ
う
。
特
に
根
張
り
の
強
い
雑
草
は

除
去
が
困
難
に
な
る
前
に
除
草
を
行
い

ま
し
ょ
う
。
除
草
作
業
中
に
た
ま
ね
ぎ

の
株
元
の
根
が
切
れ
る
と
生
育
が
悪
く

な
り
ま
す
の
で
、
注
意
し
な
が
ら
除
草

作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
栗

（
担
当
：
山
下
賢
太
）

　

老
木
樹
は
主
枝
を
３
本
程
度
に
し
、
亜

主
枝
は
１
本
あ
た
り
２
～
４
本
程
度
に

な
る
よ
う
剪
定
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

結
果
母
枝
に
つ
い
て
は
、
大
玉
果
生

産
に
つ
な
が
る
よ
う
、
太
さ
８
ミ
リ
以

上
、
長
さ
50
㎝
～
80
㎝
以
上
の
枝
を
、
樹

冠
１
平
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
４
～
５
本

に
な
る
よ
う
に
整
理
し
ま
し
ょ
う
。

12
月
８
日　
栗
部
会
剪
定
講
習
会

☆
ピ
ー
マ
ン

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

３
月
上
旬
か
ら
定
植
が
始
ま
り
ま
す

の
で
、
前
作
の
片
付
け
が
未
完
了
の
方

は
早
急
に
取
り
掛
か
り
、
本
作
の
準
備

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

片
付
け
完
了
後
は
、
施
肥
、
畝
立
て
、

マ
ル
チ
張
り
、
土
壌
消
毒
な
ど
の
作
業

遅
れ
が
な
い
よ
う
に
計
画
立
て
て
準
備

を
進
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
特
に
化
学

農
薬
に
よ
る
土
壌
消
毒
を
行
う
場
合
は
、

所
定
の
被
覆
期
間
が
必
要
で
す
の
で
十

分
な
期
間
が
確
保
で
き
る
よ
う
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
定
植
直
後
の
保
温

対
策
と
し
て
加
温
機
の
点
検
、
ポ
リ
ダ

ク
ト
や
内
張
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
資
材
も

準
備
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

☆
加
工
ほ
う
れ
ん
草（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

草
丈
が
20
㎝
以
上
で
あ
る
こ
と
を
確

認
し
た
上
で
、
カ
ル
シ
ウ
ム
剤
の
葉
面

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
成
長

が
緩
慢
な
場
合
に
は
液
肥
で
の
葉
面
散

布
も
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

病
害
に
つ
い
て
は
、
べ
と
病
の
対
策

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
Ｚ
ボ
ル
ド
ー

（
５
０
０
倍
）や
ド
イ
ツ
ボ
ル
ド
ー
Ａ

（
５
０
０
～
１
０
０
０
倍
）と
い
っ
た

銅
剤
で
予
防
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
も
し
、

発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
ラ
ン
マ
ン

フ
ロ
ア
ブ
ル（
２
０
０
０
倍
）で
防
除
を

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

☆
ち
ぢ
み
ほ
う
れ
ん
草

（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

収
穫
の
際
に
は
１
袋
の
重
量
の
目
安

を
１
６
０
ｇ
と
し
て
袋
詰
め
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
製
品
作
り
の
際
は
雑

草
、
豆
葉
、
枯
れ
葉
、
虫
な
ど
の
混
入

に
十
分
注
意
し
袋
詰
め
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

営
農
情
報

◎
園
芸
関
係
◎
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☆
ラ
ナ
ン
キ
ュ
ラ
ス（担

当
：
朝
倉
章
太
）

　

今
月
よ
り
本
格
的
に
出
荷
が
始
ま
り

ま
す
。
花
し
み
や
切
前（
収
穫
タ
イ
ミ
ン

グ
）に
注
意
し
、
選
花
選
別
を
徹
底
し
た

出
荷
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
ハ
ウ
ス
内
温
度
は
日
中
15
℃
を
目
標
に
、

夜
間
は
最
低
５
℃
（
実
温
）で
管
理
し

ま
し
ょ
う
。

・
灌
水
は
土
が
十
分
湿
っ
て
い
る
場
合
は

控
え
る
な
ど
、
土
の
湿
り
具
合
を
確

認
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

・
１
番
花
採
花
に
伴
い
草
勢
が
低
下
す
る

ケ
ー
ス
が
あ
る
た
め
、
硝
酸
態
窒
素

主
体
の
液
肥
を
適
宜
施
用
し
て
草
勢

の
維
持
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

☆
キ
ャ
ベ
ツ

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

春
夏
作
に
向
け
て
の
準
備
期
間
と
な

り
ま
す
。

　

自
家
育
苗
を
さ
れ
る
方
は
、
品
種
の

特
性
を
押
さ
え
て
時
期
に
見
合
っ
た
適

正
な
品
種
選
定
を
行
い
、
収
穫
予
定
日

よ
り
逆
算
し
て
計
画
的
な
播
種
を
行
い

ま
し
ょ
う
。

　

定
植
圃
場
に
つ
い
て
は
、
前
作
の
残

肥
や
土
壌
病
害
の
発
生
状
況
な
ど
を
考

慮
し
な
が
ら
、
排
水
性
や
日
当
た
り
が

良
い
圃
場
を
選
定
し
ま
し
ょ
う
。

　

苗
の
注
文
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
希
望
さ
れ
る
方
は
農
産
園
芸
課
ま

で
早
め
の
注
文
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

☆
白
ネ
ギ

（
担
当
：
古
里
桜
香
）

　

収
穫
も
中
盤
に
な
り
ま
す
が
、
白
ネ

ギ
は
出
荷
調
整
に
時
間
が
か
か
る
た
め
、

計
画
的
に
作
業
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

Ａ
品
の
出
荷
規
格
は
、
全
長
58
㎝
、
軟

白
部
が
30
㎝
以
上
で
、
葉
身
径
が
１
㎝

か
ら
２
・
５
㎝
以
上（
Ｓ
～
２
Ｌ
）に
な
り

ま
す
。

　

根
切
り
に
つ
い
て
は
、
盤
茎（
根
本
部

分
）を
深
く
切
り
す
ぎ
な
い
よ
う
５
㎜
程

度
は
残
す
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

葉
の
調
整
は
病
害
虫
・
枯
れ
葉
を
取
り

除
き
３
枚
を
残
し
て
出
荷
し
て
く
だ
さ

い
。

　

令
和
５
年
度
産
の
白
ネ
ギ
作
付
け
の

と
り
ま
と
め
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
３

月
10
日
頃
に
播
種
を
行
い
４
月
中
・
下

旬
頃
に
定
植
と
な
り
ま
す
。
収
穫
に
つ

い
て
は
、
11
月
下
旬
か
ら
１
月
半
ば
ま

で
の
収
穫
を
目
標
と
し
ま
す
。
苗
の
申

し
込
み
を
希
望
さ
れ
る
方
は
１
月
中
に

農
産
園
芸
課（
３
３

−

５
７
５
６
）ま
で

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

☆
人
参

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

　

収
穫
期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
収
穫

が
遅
れ
る
と
し
み
腐
れ
な
ど
の
地
下
部

の
病
害
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま
す
の

で
適
期
収
穫
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

☆
ゴ
ー
ヤ
ー

（
担
当
：
山
下
陽
平
）

　

ハ
ウ
ス
栽
培
で
は
３
月
中
旬
頃
か
ら

の
定
植
と
な
り
ま
す
の
で
、
前
作
の
片

付
け
が
未
完
了
の
方
は
早
急
に
取
り
掛

か
り
本
作
の
準
備
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

露
地
栽
培
で
は
４
月
下
旬
頃
か
ら
の

定
植
と
な
り
ま
す
が
、
昨
年
の
台
風
14

号
の
影
響
に
よ
り
棚
や
支
柱
な
ど
の
破

損
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
修
繕

作
業
が
未
実
施
の
方
は
早
め
の
作
業
を

お
願
い
致
し
ま
す
。

各
品
目
の
栽
培
の
お
申
し
込
み
・
お
問

い
合
わ
せ
は
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
農
産
園
芸

課
（
☎
３
３

−

５
７
５
６
）
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

 ◎ポリフィルム（マルチ・肥料袋等）
・集積場所　えびの市一般廃棄物最終処分場
・集  積  日　奇数月第３火曜日
　　　　　次回 : １月１７日
・時　　間　午前９時～午後 4 時
※　ビニールとポリマルチは混ぜないように注意してください。
※　集積日が休日の場合は、次の日になります。

農業用廃プラスチック集積日
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☆
水
稲

（
担
当
：
内
村
直
樹
）

昨
年
度
の
水
稲
に
関
す
る
概
況
は
次
の

と
お
り
で
す
。

生
育
状
況
・
・
・
九
州
南
部
地
方
の
梅

雨
入
り
は
６
月
11
日
で
、
平
年
よ
り
12

日
遅
い
梅
雨
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
一

方
で
梅
雨
明
け
は
平
年
よ
り
18
日
早
い

６
月
27
日
で
か
な
り
梅
雨
時
期
の
期
間

は
短
い
も
の
で
し
た
。
育
苗
セ
ン
タ
ー

の
苗
申
込
状
況
か
ら
み
る
と
、
管
内
の

田
植
え
は
６
月
に
入
っ
て
か
ら
一
気
に

進
み
、
10
日
ご
ろ
が
最
盛
期
で
あ
っ
た

よ
う
で
す
。

　

７
月
13
日
時
点
の
生
育
調
査
で
は
平

年
と
比
べ
て
草
丈
は
若
干
短
い
傾
向
に

あ
り
ま
し
た
が
、
分
け
つ
数
と
葉
色
は

平
年
並
み
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
も

順
調
に
推
移
し
、
天
候
に
も
恵
ま
れ
た

事
か
ら
穂
ば
ら
み
も
平
年
よ
り
早
く
推

移
し
８
月
15
日
に
は
出
穂
し
た
圃
場
を

確
認
し
て
い
ま
す
。
そ
の
後
は
日
中
の

天
候
が
崩
れ
や
す
く
、
気
温
と
湿
度
が

高
く
な
り
、
い
も
ち
病
の
発
生
が
懸
念

さ
れ
ま
し
た
。
９
月
以
降
の
成
熟
期
で

は
序
盤
順
調
に
推
移
し
た
も
の
の
、
台

風
１
４
号
の
襲
来
に
よ
り
影
響
を
受
け

た
圃
場
で
倒
伏
が
発
生
し
、
管
内
で
も

完
全
倒
伏
し
た
圃
場
を
確
認
し
ま
し
た
。

え
び
の
市
を
含
む
宮
崎
県
広
域
霧
島
地

帯
の
作
況
指
数
は
95
の
不
良
に
ち
か
い

や
や
不
良
と
な
り
ま
し
た
。

　

え
び
の
市
管
内
に
お
け
る
令
和
４
年

度
の
米
検
査
状
況
に
つ
い
て
は
、
表
１

の
通
り
１
等
米
が
１
・
８
％
で
あ
り
、
２

等
米
が
中
心
と
な
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。
２
等
以
下
の
検
査
格
下
げ
理
由
の

内
訳
は
表
２
の
通
り
で
す
。

　

要
因
と
し
て
は
80
％
以
上
が
心
白
粒

の
混
入
割
合
に
よ
る
も
の
で
、
３
等
米

に
つ
い
て
も
農
産
物
検
査
規
格
で
定
め

ら
れ
て
い
る
混
入
割
合
を
超
え
て
い
る

こ
と
か
ら
格
下
げ
に
な
っ
た
の
が
原
因

で
あ
り
ま
す
。

病
害
虫
発
生
状
況
・
・
稲
体
か
ら
吸
汁

し
、
坪
枯
れ
の
要
因
と
な
る
ト
ビ
イ
ロ

ウ
ン
カ
（
秋
ウ
ン
カ
）
の
発
生
は
少
な

く
、
管
内
で
も
散
見
さ
れ
る
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
カ
メ
ム
シ
類
の
発

生
は
平
年
並
み
で
あ
り
、
コ
ブ
ノ
メ
イ

ガ
（
ハ
マ
キ
ム
シ
）
に
つ
い
て
は
平
年

よ
り
少
な
い
傾
向
に
あ
り
ま
し
た
。
一

方
で
、
初
期
の
こ
ろ
か
ら
イ
ナ
ゴ
類
の

発
生
・
問
い
合
わ
せ
が
多
く
あ
り
ま
し

た
。
ま
た
、
飼
料
用
の
圃
場
で
無
防
除

で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
、
セ
ジ
ロ
ウ
ン
カ

が
多
発
生
し
、
急
激
な
増
殖
か
ら
一
気

に
吸
汁
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
黄
化
し
た

圃
場
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

い
も
ち
病
に
つ
い
て
は
山
沿
い
や
葉

色
の
濃
い
圃
場
を
中
心
に
発
生
が
確
認

さ
れ
、
上
位
葉
へ
の
進
展
や
穂
い
も
ち

へ
の
派
生
も
散
見
さ
れ
ま
し
た
。
紋
枯

れ
病
に
つ
い
て
は
平
年
並
み
の
発
生
で

し
た
。

心
白
粒
・
腹
白
粒
と
は

　

令
和
４
年
の
発
生
割
合
は
か
な
り
多

く
、
原
因
と
し
て
は
、
出
穂
期
以
降
（
特

に
８
月
中
）
高
温
で
あ
っ
た
こ
と
、
加

え
て
出
穂
を
迎
え
る
前
の
高
温
・
多
湿

傾
向
か
ら
例
年
に
な
く
早
い
出
穂
と

な
っ
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
今
年
の
出
穂
最
盛
期
は
８
月
19

日
前
後
で
し
た
が
、
出
穂
す
る
時
期
が

遅
け
れ
ば
高
温
障
害
の
発
生
リ
ス
ク
を

低
く
す
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
植
付
け
時
期
を
遅
く
す
る
こ
と

が
有
効
で
す
。
本
年
作
を
検
討
す
る
際

に
作
業
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
見
直
し
て
み

ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
地
域
性
や
水
利
の
関
係
で
植

付
け
時
期
を
変
更
す
る
事
が
難
し
い
場

合
は
水
の
か
け
流
し
や
飽
水
管
理
な
ど

を
実
行
し
、
白
未
熟
粒
の
発
生
軽
減
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

○
近
年
の
稲
作
環
境
と品

質
向
上
に
向
け
て

　

令
和
４
年
は
台
風
１
４
号
の
襲
来
が

あ
り
、
県
内
に
も
大
き
な
爪
痕
を
残
し

◎
農
産
関
係
◎

営営
農
情
報

令和４年産米検査結果
（表１）

令和４年産米検査格下げ要因と発生要因
（表２）

等級 令和４年度 令和３年度

【１等米】 1.8% 70.3%

【２等米】 72.6% 27.4%

【３等米】 25.2% 1.8%

【規格外】 0.4% 0.0%

等級 令和４年度 令和３年度

形質（心白及び腹白） 81.3％ 56.1％

整粒不足 18.1％ 28.6％

着色粒（カメムシ類等） 0.3％ 10.1％

被害粒（胴割れ） 0.1％ 3.2％

異種穀粒・異物混入 0.2％ 2.0％
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「大丈夫」　一人じゃないよ　僕がいる

営農情報 ◎担い手支援関係◎

農業経営者組織協議会（青色申告会）
　青色申告での税務申告には多くの特典があります。節税のためにも青色申告を始めましょう。
　ＪＡえびの市農業経営者組織協議会では、通帳取引の自動仕訳等、会員様の事務負担軽減にご協力さ
せていただいております。
　随時会員の募集をしております。ぜひご加入ください。

青色申告に関することは、お気軽にお問い合せください。

担い手支援課　３３－３１０４（担当　谷口・内田・寄田）

青色申告の主な特典

（1）青色申告特別控除

（2）青色事業専従者給与の必用経費算入

（3）純損失の繰越控除　　　　　　　など

て
い
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
の
出
穂

期
は
早
く
な
っ
て
い
る
傾
向
に
あ
り
、

高
温
障
害
対
策
の
た
め
常
に
、
水
管
理

に
気
を
か
け
て
こ
ら
れ
た
と
こ
と
と
思

い
ま
す
。

　

毎
年
気
象
に
対
す
る
対
応
は
難
し
い

も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の
環
境

の
変
化
に
対
応
し
な
が
ら
稲
つ
く
り
を

進
め
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

稲
作
計
画
を
立
て
る
際
に
出
穂
の
時
期

や
収
穫
時
期
な
ど
は
ど
う
だ
っ
た
か
、

収
量
、
品
質
は
ど
う
だ
っ
た
か
な
ど
を

振
り
返
っ
て
み
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

前
作
の
結
果
を
参
考
に
し
な
が
ら
植

付
時
期
の
見
直
し
や
肥
料
の
量
を
検
討

し
、
昨
年
よ
り
も
良
い
結
果
に
繋
が
る

よ
う
に
栽
培
計
画
を
立
て
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

よ
り
良
い
稲
つ
く
り
、
よ
り
安
定
し

た
栽
培
を
目
指
す
た
め
に
、
事
前
に
圃

場
の
残
肥
を
土
壌
診
断
で
確
認
し
、
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
適
正
な
肥
料
設
計
を

行
う
よ
う
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

○
土
壌
診
断
の
依
頼
に
つ
い
て　

　

土
壌
診
断
は
随
時
受
け
付
け
て
お
り

ま
す
が
植
付
時
期
が
近
く
な
る
と
申
込

み
が
集
中
し
ま
す
の
で
早
め
の
依
頼
を

お
願
い
し
ま
す
。
ま
た
肥
料
燃
料
高
騰

対
策
の
要
件
の
一
つ
に
土
壌
診
断
の
項

目
も
あ
る
た
め
、
今
年
は
特
に
依
頼
が

殺
到
す
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
余
裕

を
持
っ
て
依
頼
す
る
よ
う
に
し
て
下
さ

い
。（
※
状
況
に
よ
り
ま
す
が
通
常
で

１
ヶ
月
程
度
か
か
り
ま
す
。）

・
一
点
当
た
り
１
０
０
０
円
の
診
断
料
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

・
申
込
み
先
：
農
産
園
芸
課
（
３
３-

５
７
５
６
）

・
必
ず
乾
燥
し
た
土
を
提
出
し
て
下
さ

い
。
提
出
の
際
、
申
込
み
用
紙
へ
必

要
事
項
を
記
入
し
て
も
ら
い
ま
す
が
、

提
出
さ
れ
る
土
を
入
れ
て
あ
る
袋
に

も
自
治
会
、
氏
名
、
圃
場
名
を
わ
か

る
よ
う
に
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

《
水
稲
苗
の
予
約
申
し
込
み
に
つ
い
て
》

　

１
月
の
ふ
れ
あ
い
日
で
「
水
稲
苗
・

資
材
申
込
書
」
を
配
布
し
ま
す
。
３
月

１
日
以
降
の
申
込
み
に
つ
き
ま
し
て
は
、

従
来
通
り
予
約
外
扱
い
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
苗
予
約
さ
れ
、
植
付
け
時
に

不
足
分
が
発
生
し
た
場
合
、
申
込
み
い

た
だ
い
た
枚
数
の
１
割
分
に
あ
た
る
枚

数
に
つ
い
て
は
予
約
内
単
価
で
対
応
い

た
し
ま
す
。

　

苗
の
申
込
み
が
遅
れ
た
場
合
、
育
苗

計
画
の
関
係
か
ら
、
６
月
25
日
以
降
の

苗
受
渡
し
と
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
期
日
（
２
／
28
）
ま
で

の
申
込
み
を
お
願
い
し
ま
す
。
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JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

　
今
年
度
の
総
合
座
談
会
は
、
昨
年
に

引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
予
防
対
策
の
た
め
中
止
、
書
面
に
よ

る
意
見
・
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

回
答
を
掲
載
し
ま
す
。

◎
担
い
手
支
援
課

問　

Ｊ
Ａ
農
業
経
営
者
組
織
協
議
会
（
青

色
申
告
会
）
で
決
ま
っ
た
決
算
指
導

加
算
金
に
つ
い
て
反
対
意
見
を
申
し

上
げ
ま
す
。
新
規
収
入
保
険
加
入
者

１
０
０
０
円
、
収
入
保
険
が
発
動
と

な
っ
た
加
入
者
に
対
し
て
５
０
０
０

円
加
算
金
が
課
せ
ら
れ
ま
す
が
、
収

入
保
険
が
発
動
さ
れ
た
農
家
は
、
そ

の
年
の
経
営
が
厳
し
い
と
言
う
事
で

す
。
そ
の
農
家
か
ら
な
ぜ
徴
収
す
る

の
か
理
解
に
苦
し
み
ま
す
。
加
算
金

が
事
務
費
相
当
な
ら
共
済
組
合
に
請

求
す
べ
き
で
す
。
付
加
保
険
料
（
事

務
費
）
で
農
家
は
共
済
組
合
に
支
払

い
を
し
て
い
る
の
で
交
渉
す
る
べ
き

だ
と
思
う
の
で
交
渉
を
し
て
下
さ
い
。

そ
れ
で
も
実
施
す
る
様
な
ら
対
象
者

を
集
め
て
説
明
し
て
く
だ
さ
い
。
書

面
で
強
行
し
て
決
め
る
の
は
よ
く
な

い
と
思
い
ま
す
。（
大
明
司
）

答　

令
和
４
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、

農
業
経
営
者
組
織
協
議
会
総
会
は
書

面
議
決
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
提
出

し
た
案
件
は
承
認
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
加
算
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、

協
議
会
役
員
会
で
協
議
し
た
議
案
で

あ
り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
ま
す
。
令
和
５
年
度
時

に
は
、
今
回
の
意
見
を
参
考
に
再
度

協
議
し
て
参
り
ま
す
。

問　

㈱
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神

さ
ぁ
の
農
作
業
受
託
に
つ
い
て
西
郷

東
田
に
Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
が
農
地

を
受
託
し
て
作
付
け
し
て
い
ま
す
が
、

こ
ま
め
な
畔
草
払
い
を
し
て
も
ら
い

た
い
。

　

後
、
畔
草
を
払
っ
た
ら
隣
の
田
ん
ぼ

に
入
っ
た
草
や
用
水
路
に
入
っ
た
草

は
ち
ゃ
ん
と
取
り
除
い
て
欲
し
い
。

Ｊ
Ａ
広
報
に
は
「
丁
寧
な
作
業
」
と

記
載
し
て
あ
る
が
ど
こ
が
丁
寧
な
作

業
で
あ
る
か
。
受
託
先
の
田
ん
ぼ
が

良
け
れ
ば
隣
の
田
ん
ぼ
は
ど
う
な
っ

て
も
よ
い
の
か
。（
西
郷
）

答　

Ｊ
Ａ
ア
グ
リ
ラ
ン
ド
田
の
神
さ
ぁ

が
作
付
け
し
て
い
る
農
地
の
畦
草
払

い
に
つ
き
ま
し
て
は
実
施
し
て
お
り

ま
す
が
、
刈
り
取
っ
た
草
の
処
理
に

ご
迷
惑
を
お
か
け
し
た
と
こ
ろ
は
大

変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

後
は
、
丁
寧
な
作
業
と
な
る
よ
う
、

作
業
後
の
処
理
等
に
は
十
分
に
配
慮

す
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
畜
産
課

問　

80
歳
を
過
ぎ
て
色
々
と
痛
い
所
が

多
く
な
っ
て
困
り
ま
す
。
牛
飼
い
が

好
き
で
す
が
自
分
の
体
が
先
か
牛
が

先
か
と
最
近
思
い
な
が
ら
頑
張
っ
て

い
ま
す
。
肥
料
・
飼
料
と
上
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
も
皆
一
緒
の
事
だ
か

ら
仕
方
な
い
で
す
。
子
牛
は
安
い
状

況
で
、
い
つ
か
ま
た
値
が
上
が
り
楽

し
く
暮
ら
し
て
行
き
た
い
で
す
。（
中

上
江
）

答　

国
際
情
勢
の
影
響
を
受
け
、
肥
料
・

飼
料
等
の
高
騰
と
子
牛
セ
リ
価
格
安

価
の
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
先
行

き
は
不
透
明
で
す
が
、
で
き
る
限
り

の
対
策
を
国
・
県
・
市
お
よ
び
関
係

機
関
に
要
望
し
て
参
り
ま
す
。

◎
農
産
園
芸
課

問　

台
風
14
号
の
影
響
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
の
倒
壊
や
農
作
業
等
に
大
き
な

被
害
と
な
り
ま
し
た
。
１
日
で
も
早

く
復
旧
を
お
願
い
致
し
ま
す
。（
水
流
）

答　

宮
崎
県
及
び
え
び
の
市
と
連
携
し
、

復
旧
事
業
等
の
活
用
を
行
い
、
１
日

で
も
早
い
復
旧
を
進
め
ま
す
。

問　

小
麦
を
え
び
の
市
で
作
り
た
い
が
、

米
と
二
期
作
で
出
来
る
種
類
を
探
し

て
欲
し
い
。（
西
郷
）

答　

他
産
地
の
事
例
を
参
考
に
、
普
及

セ
ン
タ
ー
及
び
え
び
の
市
と
協
議
を

進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
販
売
課

問　

最
近
の
物
価
高
の
影
響
で
色
々
な

物
、
食
べ
る
物
、
生
活
、
農
業
、
仕

事
へ
の
影
響
は
人
知
れ
な
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。
少
し
の
情
け
で
肥
料
・

飼
料
の
価
格
高
騰
に
は
補
助
が
あ
る

様
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
が
、
米
に

関
し
て
は
下
が
る
ば
か
り
で
少
し
ぐ

ら
い
の
負
担
金
の
補
助
を
貰
っ
て
も

ギ
ャ
ッ
プ
が
激
し
い
位
で
す
。
肥
料

だ
け
で
な
く
農
薬
も
高
く
な
り
差
が

広
が
る
ば
か
り
で
す
。
せ
っ
か
く
え

び
の
米
、
特
Ａ
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
が

つ
い
た
の
に
、
こ
こ
に
少
し
補
助
な

ど
を
付
け
る
事
が
出
来
な
い
だ
ろ
う

か
と
思
う
。
市
や
県
な
ど
の
協
力
を

仰
い
で
組
合
長
、
理
事
と
も
ど
も
お

動
き
の
程
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
商
売
人
は
仕
入
れ
が
上
が
れ

ば
売
値
を
上
げ
る
事
が
出
来
る
の
に

農
家
は
出
来
な
い
の
が
残
念
で
す
。

意
見
・
要
望
に
対
す
る
回
答
書
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差別なく　笑顔あふれる　明るい社会

（
中
上
江
・
西
上
江
・
末
永
・
東
川
北
）

答　

令
和
４
年
産
は
、
農
業
新
聞
等

で
は
仮
渡
金
が
上
が
る
と
の
見
出
し

が
出
て
お
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
令
和

3
年
産
が
大
幅
に
価
格
を
下
げ
た

産
地
（
東
北
・
北
陸
・
関
東
が
中

心
）
が
、
令
和
３
年
対
比
上
げ
の
報

道
で
あ
り
ま
す
。
九
州
３
年
産
は
小

幅
な
下
げ
と
な
り
、
３
年
産
の
安
い

米
が
九
州
ま
で
販
売
を
広
げ
て
お

り
、
業
者
間
で
も
３
年
産
の
在
庫
を

持
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
令
和

４
年
え
び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
は
、
１

等
米
７
０
２
０
円
の
仮
渡
金
設
定
を

行
い
ま
し
た
が
、
県
内
他
産
地
は
在

庫
過
多
の
影
響
を
う
け
、
Ａ
産
地

６
３
０
０
円
、
Ｂ
産
地
５
２
５
０
円

の
情
報
で
あ
り
ま
す
。
長
年
の
ブ
ラ

ン
ド
化
及
び
特
Ａ
効
果
も
あ
り
、
他

産
地
と
比
べ
て
引
き
合
い
が
強
く
、

比
較
的
安
定
し
た
価
格
が
維
持
で
き

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
後
も
、
え

び
の
産
ひ
の
ひ
か
り
ブ
ラ
ン
ド
向
上

と
生
産
者
所
得
確
保
に
向
け
て
、
努

力
致
し
ま
す
。

問　

令
和
４
年
か
ら
に
こ
ま
る
の
集
荷

を
し
な
い
と
伺
い
ま
し
た
。
再
度
見

直
し
を
お
願
い
し
ま
す
。（
西
郷
）

答　

令
和
４
年
産
に
こ
ま
る
も
集
荷
は

行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
販
売
先
に
苦

慮
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
御
理

解
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◎
資
材
課

問　

ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
の
特
別
な
駆
除

方
法
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
ス
ク

ミ
ノ
ン
を
散
布
し
て
も
赤
い
卵
が
す

ぐ
大
き
く
な
り
ま
す
。（
麓
）

答　

ス
ク
ミ
ノ
ン
は
、
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ

シ
が
食
べ
て
駆
除
す
る
薬
剤
で
卵
に

は
効
果
が
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
他
の

駆
除
剤
は
パ
ダ
ン
粒
剤
が
あ
り
ま
す

が
、
使
用
方
法
は
同
様
で
す
。
石
灰

窒
素
も
あ
り
ま
す
が
、
水
田
に
全
面

散
布
し
冠
水
し
て
耕
起
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
冬
場
の
耕
起
を
数
回
行
う
こ

と
も
効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。

問　

５
月
の
連
休
中
の
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
を
開
け
て
も
ら
い
た
い
。
こ
の

連
休
中
は
イ
タ
リ
ア
ン
の
刈
り
方
が

あ
り
、
す
ぐ
に
肥
料
を
ま
い
て
耕
耘

し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
田
植
え

の
準
備
を
し
な
く
て
は
な
ら
ず
、
連

休
中
に
肥
料
が
購
入
出
来
る
よ
う
に

工
夫
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。
午
前

中
だ
け
と
か
電
話
予
約
と
か
対
応
を

考
え
て
欲
し
い
。
二
毛
作
を
し
て
い

る
の
で
、
平
日
は
仕
事
で
動
け
な
い

の
で
、
休
み
の
日
を
活
用
で
き
る
よ

う
お
願
い
し
ま
す
。（
５
月
の
連
休
中

は
、
農
家
に
と
っ
て
は
農
繁
期
で
す
。）

（
坂
元
）

答　

農
繁
期
に
は
日
曜
日
の
営
業
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
職
員
の
減
少
や

働
き
方
改
革
に
よ
り
農
閑
期
は
日
曜

日
を
休
業
し
て
い
ま
す
の
で
ご
理
解

願
い
ま
す
。

問　

肥
料
高
騰
の
Ｊ
Ａ
え
び
の
市
独
自

の
補
助
金
を
要
望
し
た
い
。（
西
上
江
）

答　

生
産
資
材
全
般
に
様
々
な
要
因
に

よ
り
価
格
高
騰
が
続
い
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
で
も
組
合
員
の
皆
様
の
経
費
削

減
に
な
る
よ
う
決
算
の
状
況
を
考
慮

し
て
対
応
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
各
支
所
特
に
グ
リ
ー
ン
セ
ン

タ
ー
の
対
応
は
大
変
良
い
と
思
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。（
東
川
北
）

答　

グ
リ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
、
組
合
員
・

利
用
者
の
皆
さ
ん
が
気
軽
に
立
寄
れ

て
、
親
切
・
丁
寧
な
接
客
を
心
掛
け

て
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
利
用
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

◎
農
機
燃
料
課

問　

機
械
ク
ラ
ブ
に
入
っ
て
い
る
以
上
、

農
機
セ
ン
タ
ー
よ
り
購
入
し
た
農
機

具
は
優
先
的
に
修
理
し
て
も
ら
い
た

い
で
す
（
下
大
河
平
）

答　

機
械
ク
ラ
ブ
会
員
の
特
典
と
し
て

修
理
工
賃
を
10
～
20
％
、
ま
た
、
自

動
車
の
車
検
代
等
も
５
％
の
割
引
率

を
設
定
し
て
い
ま
す
。
優
先
的
な
修

理
に
つ
き
ま
し
て
は
、
よ
り
迅
速
な

対
応
に
努
め
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

問　

Ｊ
Ａ
か
ら
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
コ
ン
ロ
を
購

入
し
ま
し
た
。
ガ
ス
料
金
は
値
上
が

り
し
た
の
に
、
新
機
種
の
お
か
げ
で

我
が
家
の
ガ
ス
料
金
は
前
よ
り
も
安

く
な
り
ま
し
た
。

　

農
機
具
、
家
庭
器
具
、
食
糧
品
等
す

べ
て
の
販
売
品
の
品
質
向
上
に
努
め

て
く
だ
さ
い
。（
麓
）

答　

今
後
と
も
皆
様
に
満
足
い
た
だ
け

る
対
応
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

問　

油
等
に
つ
い
て
、
ガ
ソ
リ
ン
・
灯
油
・

軽
油
な
ど
市
内
で
Ｊ
Ａ
が
一
番
高
い
。

な
ぜ
安
く
出
来
な
い
の
か
。
ほ
か
と

同
価
格
で
あ
れ
ば
利
用
す
る
が
現
在

の
所
利
用
し
て
い
な
い
。
他
の
器
具

類
も
高
い
物
が
多
い
。（
大
明
司
）

答　

当
組
合
の
石
油
価
格
に
つ
き
ま
し

て
は
、
県
内
Ｊ
Ａ
の
販
売
価
格
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
、
ま
た
、
市
内
の

石
油
価
格
を
調
査
し
て
価
格
設
定
を

し
て
い
ま
す
。
今
後
も
皆
様
の
負
担

軽
減
に
繋
が
る
よ
う
心
掛
け
て
参
り

ま
す
。

問　

ど
う
し
て
農
協
離
れ
が
あ
る
の
か
。

私
は
価
格
面
の
事
ば
か
り
で
は
な
い

と
思
う
。
業
者
は
丁
寧
・
親
切
な
対

応
で
あ
る
。（
大
明
司
）

答　

今
後
も
組
合
員
の
皆
様
に
満
足
い

た
だ
け
る
親
切
・
丁
寧
な
対
応
、
サ
ー

ビ
ス
の
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。



（18）令和５年１月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

◎
総
務
課

問　

台
風
14
号
に
よ
る
稲
作
・
農
作
物

な
ど
の
被
害
が
出
ま
し
た
。
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
も
大
変
だ
け
ど
ま
だ

農
家
の
人
達
は
残
念
な
思
い
を
し
た

と
痛
感
し
て
い
る
所
で
す
。
こ
の
よ

う
な
時
こ
そ
地
区
座
談
会
を
行
い
、

話
を
聞
く
べ
き
で
大
事
な
事
と
思
い

ま
す
。
最
近
の
物
価
高
や
価
格
高
騰
、

子
牛
な
ど
の
農
畜
産
物
の
価
格
低
迷

の
問
題
、
農
家
の
後
継
者
の
問
題
、

要
望
と
し
て
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

改
善
で
き
る
所
か
ら
し
て
欲
し
い
の

で
、
総
合
座
談
会
に
代
わ
る
理
事
と

総
代
者
間
の
座
談
会
な
ど
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
に
よ
り
何
で
も
中
止
に
し
な

い
で
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
寄
り
添
っ

て
Ｊ
Ａ
と
共
に
生
産
活
動
を
し
て
い

き
ま
せ
ん
か
。（
中
上
江
）

答　

コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
総
合
座
談
会

の
開
催
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
資
料

作
成
、
校
正
、
印
刷
の
期
間
も
考
慮

し
て
、
８
月
下
旬
の
頃
に
判
断
し
て

お
り
ま
す
。
今
年
度
に
お
き
ま
し
て

も
、
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
が
続
い
て
い

る
状
況
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
資
料

を
配
付
し
質
問
書
を
回
収
す
る
形
で

中
止
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

総
合
座
談
会
は
Ｊ
Ａ
事
業
の
説
明
を

行
い
、
組
合
員
の
皆
様
方
か
ら
質
問

や
意
見
・
要
望
を
聴
い
て
、
Ｊ
Ａ
事

業
に
反
映
さ
せ
て
い
く
と
い
う
重
要

な
役
割
が
あ
り
ま
す
。
次
年
度
に
お

い
て
は
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
状
況
を
み

な
が
ら
協
議
し
て
参
り
ま
す
。

問　

職
員
の
組
合
員
や
そ
の
他
の
人
に

対
す
る
挨
拶
や
電
話
の
応
対
が
出
来

て
い
な
い
。（
大
明
司
）

答　

今
後
も
課
・
支
店
内
研
修
に
お
い

て
職
員
全
員
に
対
す
る
職
員
教
育
に

努
め
ま
す
。

問　

私
達
の
Ｊ
Ａ
頑
張
っ
て
欲
し
い
。

（
大
明
司
）

答　

今
後
と
も
ご
指
導
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

◎
そ
の
他

問　

厳
し
い
世
の
中
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
は
特
に
汗
水
垂
ら
し
必
死
で
働

い
て
も
報
わ
れ
な
い
。
牛
の
値
も
下

げ
、
米
の
値
段
も
下
が
り
、
機
械
も

高
い
。
報
わ
れ
る
農
業
と
な
り
ま
す

よ
う
願
い
ま
す
。（
五
日
市
）

答　

今
後
も
総
合
事
業
の
強
み
を
発
揮

し
、
懇
切
丁
寧
な
業
務
を
行
う
こ
と

で
、
農
業
者
の
所
得
増
大
を
図
っ
て

参
り
ま
す
。



（19） 第５３７号 JA広報

さがそうよ　涙を笑顔に　する言葉

当日ご来場できない方は「きこえ」に詳しい専門スタッフが
ご自宅までお伺いします。

2月10日（金）

2月開催のお知らせ
きこえの相談会 休業日のお知らせ

2月11日（土）
建国記念の日
JAは全部門休業します

（野菜集荷場と道の駅えびのとえびの高原足湯の駅は営業しています）

相続無料相談会のお知らせ
　農地や貯金の相続でお悩みの方のご相談をお待ちしてお
ります。事前に電話でお問い合わせの上、お越しください。

開催日　1月２５日（水曜日）
場　所 時　　　間
真幸支店 午前10時30分～午前11時30分
加久藤支店 午後1時～午後2時
飯 野支店 午後2時30分～午後3時30分
お問い合わせ　　審査課　３３−３１０７

JAからのお知らせ

グリーンセンター休業日
　２月１日（水）は、決算棚卸のため、各グリーンセンター
を休業させていただきます。

ＪＡマイカーローン
ネットde申し込もうキャンペーン
キャンペーン期間　　令和５年１月１日（日）～５月３１日（水）

※本審査については、一度店舗にお越しいただく必要があります。
※ローン商品についての詳しい内容については　
　融資センター（３５- １２１２）または本店金融課（３３- ３１０３）までお問い合わせください。

年 0.99％
保証料別途

固定
金利

誰でも！ スマートフォンでも
パソコンでも

24時間365日受付中！



（20）令和５年１月６日発行え　び　の

JA えびの市は、人権啓発推進事業に取り組んでいます。

え　び　の 令和５年１月６日発行 （20）

広
報

Ｊ
Ａ

え
び

の
〈

発
行

〉
〒

889-4311　
宮

崎
県

え
び

の
市

大
字

大
明

司
1061-1　

え
び

の
市

農
業

協
同

組
合

　
　

　
　

　
　

　
〈

編
集

〉
総

務
課

　
　

令
和

５
年

１
月

６
日

発
行

行　　事　　予　　定
令和５年１月１０日～２月１０日

　

12
月
23
日
、
本
店
で
理
事
会
が
開
催

さ
れ
、
す
べ
て
の
審
議
事
項
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

◉
審
議
事
項
◉

■
理
事
会
規
程
の
一
部
変
更
に
つ
い
て 

■
臨
時
職
員
就
業
規
則
の
一
部
変
更
に

つ
い
て 

■
固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て
（
パ
ソ

コ
ン
）

◉
報
告
事
項
◉

■
大
口
与
信
先
上
位
30
位
に
つ
い
て

■
令
和
３
年
産
米
最
終
精
算
、
令
和
４

年
産
米
集
荷
状
況
お
よ
び
大
口
集
荷
対

策
結
果
、
屑
米
精
算
に
つ
い
て

■
余
裕
金
運
用
状
況
に
つ
い
て 

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
ニ
ュ
ー
ス
に
つ

い
て

理
事
会
報
告

〔
ひ
と
の
う
ご
き
〕

　
人
事
異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

〔
退
職
〕

　
◎
12
月
23
日
発
令

　
　
〇
松
　
田
　
一
　
成
　
　

（
金
融
課
　
融
資
セ
ン
タ
ー
）

　
◎
12
月
30
日
発
令

　
　
〇
古
　
里
　
桜
　
香

（
農
産
園
芸
課
）

　

12
月
号
の
答
え
は
「
ユ
キ
ア
ソ

ビ
」
で
し
た
。
正
解
者
総
数
10
人

の
中
か
ら
次
の
５
人
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。(

敬
称
略)

☆
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
☆

▽
有　

馬　

洋　

子
（
飯　

野
）

▽
本　

石　
　
　

保
（
飯　

野
）

▽
川　

﨑　

道　

公
（
真　

幸
）

▽
児　

玉　

ハ
ル
子
（
真　

幸
）

▽
岡　

村　

輝　

美
（
真　

幸
）

※
今
月
の「
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
」

　
は
お
休
み
し
ま
す
。

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル
　
　
12
月
号
の
当
選
者

月 日 曜 行　　　　　　　　　事

１

10 火 ふれあい日
生産検査

11 水 生産検査

13 金 郡子牛品評会
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

16 月 ＢＬ採血

17 火 廃プラ集積日（ポリフィルム）
道の駅えびの・足湯の駅えびの高原休業日

18 水 子牛セリ市（～２０日）

20 金 県下一斉消毒の日

23 月 登録検査
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

24 火 五種混合予防注射（～２７日）
オーツヘイ即売会

25 水 相続無料相談会

29 日 成牛セリ市（妊娠牛）

30 月 耳標装着

31 火 耳標装着

２

1 水 決算棚卸のためグリーンセンター休業
異常産予防注射

2 木 異常産予防注射

3 金
ＪＡ主催子牛品評会
ＢＬ採血申込締切（４月セリ分）
ＪＡ－ＳＳ感謝セール

6 月 異常産予防注射

7 火 繁殖センター妊娠牛譲渡会

8 水 郡子牛品評会

9 木 成牛・妊娠牛・乳子牛・和牛ＥＴセリ市

10 金 ふれあい日


